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【海外情勢】 

米中の熾烈な駆け引きのなかで揺れる東アジア 

「強盛大国」を目指す北朝鮮に「異常あり」か！ 

 (2010 年 9 月 9 日) 

 

米国内でオバマ大統領の人気はガタ落ち。

イラク駐留米軍の撤退にあわせるかのよう

に、米国の権威失墜が続いている。これに

対し、日の出の勢いの中国は、米国への対

抗意識を剥きだしにして、鼻息も荒い。そ

んな状況下、北朝鮮の金正日が今年２度目

の訪中。しかも自ら招いた米国特使カータ

ーが平壌にやってきたのに、それを無視し

て中国東北地方に出かけたのだ。その無礼

な金正日を、“面子の国”中国のトップ・胡

錦濤が、わざわざ長春まで出向いて、最高

の儀礼を尽くして歓待する。そんな状況下、

中国とも北朝鮮とも結びつきの深い小沢一

郎が、民主党代表選に出馬。極東情勢は、

一般マスコミが報道しているより、ずっと

異常にあふれているようだ。 

 

米国の失墜 

 

８月７日、イラクに駐留していた米軍は、

イラク治安部隊に、戦闘に関するすべての

指揮権を移譲した。８月 31 日（日本時間９

月１日）には、オバマ大統領がホワイトハ

ウス執務室からＴＶ生出演で「イラクでの

米国の戦闘任務は終了した」と宣言。だが

イラクでは総選挙後の協議が進展せず、政

治的空白が続き、テロも続発している。 

イラクでは最大勢力の世俗派（連合政党）

「イラキーヤ」と、第二勢力（宗教横断連

合）「法治国家連合」の議席差はわずかに２

議席。この２大政党の大連合までもが話し

合われているが、協議は長引き、政治的空

白が続いている。 

テロも多発している。８月 17 日にはバグ

ダッドの新兵募集センターで自爆テロが起

き、少なくとも 48 人が死亡。129 人が負傷

している。新兵募集センターを標的とする

テロは、首都バグダッド以外でも各地で頻

発しているのが現状だ。８月 25 日には治安

部隊を狙った爆弾テロがあり、41 人以上が

死亡、243 人が負傷している。同日には北

東部の警察署前で自爆テロがあり、警官な

ど 15 人が死亡。中部クートでも警察を狙っ

た車両爆弾で少なくとも 14 人が死亡して

いる。 

こうした中、英紙『ガーディアン』が、

刑務所に服役中のタリク・アジズ副首相に

インタビューを行った。アジズ元副首相は、

フセイン政権下で外交舞台で活躍した、旧

イラク体制の顔的存在だ。ここでアジズ元

副首相は米軍の撤退について、「イラクを狼
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の群れの中に置き去りにすることになる」

と述べている。 

元副首相の言葉通り、米軍はイラクの平

和も安定も考えず、まったく無責任にイラ

クを“狼の群れの中に置き去り”にした。

「反テロ」を掲げたイラク戦争の欺瞞を大

っぴらにしたうえ、ここから“敗退”を宣

言したようなものだ。こうした状況下に、

ゲーツ国防長官が 2011 年に辞任すると表

明するなど、米国の信頼性、米国の権威が

ガタガタに失墜している。 

米国の権威失墜、米軍の信頼性失墜とい

う状況下、中国は勢いが増している。 

 

中国の軍事力増大を懸念する米国 

 

昨年、米国は中国に対して「米中Ｇ２体

制」を提案した。それは即ち、米中２国で

世界の覇権を二分する体制を指す。米国の

この要求を認めた中国は、その見返りとし

て、東シナ海～台湾東～フィリピン西～南

シナ海（ボルネオからベトナム沖）を繋ぐ

海域の境界線を「第一列島線」と設定。米

国に対して、この海域を「中国の勢力圏」

と認めさせた。 

軍事力、経済力を背景に、中国のパワー

は昨年より遥かに強力となってきている。

８月 16 日に米国防省が中国の軍事動向分

析の年次報告書を発表したが、中国の軍事

力の増大化を米国が懸念している様子がよ

く理解できる。 

この年次報告書によると、2009 年の中国

の国防関連費は 1500 億ドル（12 兆 8000 億

円）で、中国政府発表の約２倍。これにつ

いて報告書では、「依然として透明性に欠け

ている」としている。さらにここでは、中

国軍がアジアの広域地域で軍事作戦を展開

できる可能性を指摘。核不使用政策には不

透明感が残るとしている。空母建造も含め、

中国の軍拡にかなりの脅威を感じつつ、そ

れでもオバマ政権は中国に遠慮する姿勢も

見せている。これまでの年次報告書に多用

されていた「圧力」とか「脅威」といった

単語が激減したのは、米国の中国に対する

配慮からだろう。 

今回の年次報告書で注意すべきは、中国

は「軍事力というハードパワーを背景に」、

東シナ海の大陸棚開発、尖閣諸島の領有権

の主張、あるいは南シナ海における領有権

争いで、優位な外交を展開する能力を向上

させているとし、周辺各国に注意の喚起を

促している点だ。 

この報告書は当初、今年３月に発表され

る予定だったが、伸び伸びになって、今回

やっと発表されたものだ。予定が遅延した

理由は、中国に対する配慮に違いないと、

共和党側は強く批判していた。 

年次報告書が発表された翌々日（8 月 18

日）、中国国防省の耿雁生報道官はこれにつ

いて、「客観的事実を無視しており、断固反

対する」と強い反発を見せた。「中国軍の発

展は、国家の主権と安全、領土を保全する

ためのもので、合理的だ」と強調。米中関

係改善と発展のためには、米国による中国

軍事動向年次報告書の公表を取りやめるよ

う強く求めている。 

現実には日の出の勢いの中国が、軍事力、

経済力で世界を圧倒し、その一方で米国が
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凋落の速度を増しているといった感が強い。

そうしたなか、米国は中国包囲網をより強

力なものにしようと、米韓合同軍事演習に

続いて、ベトナムとの交流も開始している。 

 

中国を絞めつけようとする米国の思惑 

 

８月８日、ベトナムのダナン港沖の南シ

ナ海に停泊中の米原子力空母ジョージ・ワ

シントンにベトナム政府要人と軍幹部を招

待した艦長ラウスマンは、「この海は誰のも

のでもない。皆のものだ。中国はこの海域

で行動することができるが、それは世界中、

どの国も同じだ」と語り、この海域の領有

権を主張する中国を牽制した。その２日後

の８月 10 日、ダナン港に米イージス艦ジョ

ン・Ｓ・マケインが入港。これは米越国交

正常化 15 周年を記念する米第七艦隊の交

流行事の一環だった。 

ベトナムは原子力発電所建設計画を発表

し、日本を初め、ロシア、韓国、あるいは

中国や米国に籍を置く多国籍企業が参入に

興味を示している。米国は、アラブ首長国

連邦やヨルダンには、「核不拡散戦略」を理

由にウラン濃縮の放棄を求めてきた。ベト

ナムは今回の原子力発電所建設計画にウラ

ン濃縮を放棄する可能性は低い。ところが

米国は、これを黙認する姿勢に傾いている

と思われる。つまりオバマ政権は、中国を

牽制するためには、ダブル・スタンダード

（二重基準）という批判があろうが、ベト

ナムに肩入れする姿勢を打ち出しているの

だ。 

これに関して中国外務省の美人報道官、

姜瑜は「各国は核の平和利用と国際協力の

権利を有するが、核不拡散への義務も遵守

すべきだ」と不快感を露わにしている。さ

らにこの美人報道官は、返す刀で南シナ海

で活動していた中国船舶の行動を批判した

ベトナム政府に対し、「中国の西沙諸島への

主権を侵犯するいかなる言動にも、中国政

府は断固反対する」と強い姿勢で反発した

（西沙諸島＝パラセル諸島。領有権を巡っ

て中国、台湾、ベトナムが対立している）。 

米国のヒラリー・クリントン国務長官は

７月に安保、経済、環境問題等広い分野で

ベトナムとの協力を強化する方針を発表す

るなど、東南アジアにおける米国の存在感

を強調しようとしている。毎月行われる米

韓軍事演習によって朝鮮半島に存在感を誇

示する姿勢を、東南アジアでも展開しよう

というわけだ。これに対して中国は、広東

省韶関市にミサイル基地を新設。戦略核部

隊を配属したとの報道もある（８月７日香

港『サウスチャイナ・モーニング・ポスト』

紙）。 

東北アジアから東南アジアにかけて、米

中の熾烈な鍔迫り合いが展開されていると

いう現状なのだ。そんな米中の駆け引きの

まっただ中で、“外交の天才”金正日が活動

を開始した。

 

北朝鮮では後継者問題が最終局面か？ 

 

８月 15 日、北朝鮮の金正日総書記の三男 で、後継者に内定したという噂が広がって
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いる金ジョンウンの肖像画と肖像バッジが

大量に作られたと、『開かれた北韓放送』（韓

国ソウル）が報じた。同放送によると、北

朝鮮の幹部級が「早ければ９月上旬に予定

されている朝鮮労働党代表者会議で、一部

幹部にこのバッジが贈られる可能性がある」

という。またその直後には、平壌市の郊外

で、金ジョンウンの“生家”の建設といっ

た史跡づくりが着手されたとの情報が、複

数の北朝鮮内部からもたらされた。 

金正日の健康不安説もあり、妹婿・張成

沢、序列第二位の金永南などの長老をバッ

クにして、金ジョンウンが高い序列に置か

れる可能性は高まっている。そうした状況

下の８月 17 日、中国東北部遼寧省の省都・

瀋陽の東、撫順市郊外松岡村のトウモロコ

シ畑に戦闘機が墜落、パイロットが死亡し

た。翌日になって中国各紙は、この戦闘機

が北朝鮮のミグ 21（乗員１名）だと報道し

たが、それから先は、情報は流れ出ていな

い。 

このミグ 21 墜落事件に関しては、さまざ

まな憶測が流され、真相は未だ闇の中にあ

る。墜落地点は北朝鮮国境から 200km も奥

に入り込んだ寒村だが、ここまで侵入を捕

捉できなかった中国のレーダー網の実態も

批判されている（軍当局は、墜落機が新義

州の基地を離陸した時点から捕捉していた

と発表）。香港紙は、このミグ 21 は“２人

乗り練習機”だとしているが（ミグ 21 は１

人乗り。練習機は２人乗り）、それは中朝合

同軍事訓練が行われていた可能性を示唆す

る。情報は混乱し、正確なことは不明であ

る。だがこの墜落事件、1971 年に発生した

「林彪事件」を連想させる。 

1971 年９月、毛沢東を暗殺し、クーデタ

ーを起こそうとした林彪が、これに失敗。

河北省の空軍基地からソ連に亡命しようと

して、途中モンゴルで不時着に失敗（撃墜

説もある）。全員が死亡した事件である。謎

の多い今回のミグ 21 墜落事件に関し、以下

のような噂話さえ囁かれている。それはつ

まり北朝鮮で、体制変革、または後継者選

定で“異変（革命）”が企画されたが、それ

が失敗に終わり、完全鎮圧された……とい

うものだ。 

北朝鮮の現実は非常に理解しにくい。こ

の推測がどの程度的中しているものか、あ

るいは的外れなのかは、判断しにくい。だ

が９月上旬開催の労働党代表者会議を直前

に控えた８月 22 日、『労働新聞』（朝鮮労働

党機関紙）が「金ジョンウン後継」を暗示

するかのような長文の詩を掲載したのだ。 

北朝鮮の後継者選定問題は不明瞭である。

恐らくは内紛めいた状況が存在した可能性

もある。だが「金ジョンウン後継」を暗示

するかのような詩を労働新聞が掲載したこ

とは、後継者問題がこの夏になって落ち着

きを見せている……方針が固まったことを

思わせる。 

その時点になって北朝鮮は、不法入国し

て拘束されている米人男性の釈放を条件に、

米要人の訪朝を打診。カーター元大統領が

“私人の資格”で平壌を訪れた。これに関

して米国務省のクローリー報道官は、「カー

ター元大統領の訪問は、北朝鮮政府からの

招きに応じたもので、米国政府からはいか

なる提案や手配もしていない」と強調して

いる。 

米国側から何の動きも見せていないのに、

北朝鮮が「要人の訪朝」を“お願い”した。

そのお願いを受け入れて、元大統領カータ
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ーが８月 25 日に平壌に入った。 

訪朝したカーターは、北朝鮮の No.２で

ある金永南（最高人民会議常任委員長）と

会談。その後、北朝鮮としては最高のもて

なしとされる百花園迎賓館で、金永南主催

のカーター一行歓迎の宴会が開催された。

だが金正日は姿を見せなかった。カーター

は滞在を延長し、金正日との会見を待った

のだが、当の金正日は、カーターを無視す

るかのように、中国へと旅立ってしまった

のだ。 

 

金正日が今年２度目の訪中 

 

カーターも、強いては米国も、金正日に

完全にコケにされたと言っていいだろう。

わざわざ平壌まで出向いてみたら、北朝鮮

を動かす唯一の人間はチラリと会うことも

せず中国に行ってしまったのだから。今日

の「米中対峙」という国際局面、とくにギ

リギリの鍔ぜりあいが続く東アジアで、北

朝鮮は「米国を袖に振って、中国を選んだ」

と、世界に向かって発信したわけだ。フラ

れたカーターも米国も、その屈辱を甘受す

るしかなかった。 

カーターを袖に振った金正日は、８月 26

日に吉林省の吉林市に現れた。吉林市には

金日成が学んだ中学校や、抗日闘争の史跡

があり、金正日はそれらを訪問したと伝え

られる。翌 27 日、金正日は吉林市に隣接す

る省都・長春に移動。ここで胡錦濤国家主

席と会談している。 

中国・北朝鮮両国とも、金正日総書記訪

中のニュースは、なかなか公表しなかった。

しかし８月 30 日になって、両国とも正式に

発表。とくに長春での歓迎式典の様子は、

短時間の内容ではあったが、両国の国営Ｔ

Ｖが同じ場面を放映した。その場面での金

正日総書記に対する歓迎ぶりは、格式ある

最高の儀礼で行われ、胡錦濤国家主席が両

腕で金正日総書記を抱き、両国、そして両

者を讃えあうものとして印象深く受け取ら

れるようになっていた。 

27日に長春で胡錦濤国家主席の最高歓迎

を受けた後、しばらく金正日総書記の行方

が報道されず、一部情報では「帰国か」と

されていた 29 日、金正日はハルビンに姿を

現した。ここでは抗日パルチザンの記念館

を訪れたと説明されている。 

30 日にハルビンを出た金正日は、一路北

朝鮮帰国に向かうと思われていたが、牡丹

江市で途中下車。韓国系の情報では、「牡丹

江市には金日成の抗日関係の史跡がある」

という解説をしている。それからやっと、

図們を経て北朝鮮に無事帰国している。 

さて問題は、金正日が５月に続き、何の

目的のために８月に再訪中をしたか、であ

る。 

一般的に報道されている内容は、ほとん

どが韓国からの情報――それも米国の情報

を基本に置いたもので、北朝鮮本国からの

情報や中国情報はほとんどゼロに等しい。

その限られた情報によると、第一に三男・

金ジョンウンを後継者として認めさせるこ

と。第二に、食糧難、経済難に喘ぐ北朝鮮

に支援を要請することと言われている。 

たとえば産経新聞などでは、こんな情報

が見られる。 
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「北朝鮮の金正日体制による中国への従

属度が、著しく高まっている。さきの首脳

会談で胡錦濤・中国国家主席の改革・開放

要求は金総書記に有無をいわせない内容だ

った。中国は 10 月、中朝国境の鴨緑江にか

かる大橋の建設（総工費約 150 億円）に着

工、北朝鮮が中国東北部の経済圏に組み込

まれていくのは確実な情勢。後継人事の党

代表者会を目前に訪中した金総書記の行動

に「19 世紀の冊封（さくほう）体制を彷彿

さ せ る 」 と い う 専 門 家 も い る 」

（ http://www.iza.ne.jp/news/newsarticl

e/world/korea/436096/） 

 

「北の後継者問題」は中国の認知を必要とする問題ではない 

 

今回の訪中の目的とは、中国東北部の経

済発展のために、北朝鮮の港を活用したい

中国政府の思惑を逆手にとって、羅先（豆

満江が日本海に注ぐ港湾都市）の使用権を

譲り渡す見返りとして、北朝鮮の権益を売

り込もうとする“外交の天才”金正日の戦

略と考えるのが、妥当なところだ。 

ただ「冊封体制を彷彿させる」という見

解は、正直言って笑ってしまう。現在もそ

して未来も、中国と北朝鮮との関係とは、

いわゆる宗主国と属国の関係にはなりえな

い。また北朝鮮が「中国の属国」を以て自

ら任じることなど「絶対に」あり得ない。 

主体思想（チュチェ思想）……。北朝鮮

の公式政治思想である。主体思想の「主体」

とは何を意味するのかを考えれば、北朝鮮

が中国から多大の経済的・政治的影響を受

けようとも、決して「属国」を自ら認めは

しないことが明らかになる。 

主体思想の「主体」は、社会的存在であ

る人間の自主性を指すと一般的には解釈さ

れている。だが何もない（“自主性を妨げる

もの”が存在しない）状況で、いきなりこ

のような思想が天から降ってきたかのよう

に生まれることなど、ない。対立する概念

や打破しなければならない状況がまず支配

的に存在し、それに対抗するために、新た

に打ち立てられるのが新思想である。主体

思想もその例に漏れない。 

では主体思想に対立する概念とは、何な

のか。ずばり「事大主義」だ。北朝鮮の公

式政治思想である主体思想は、その根本に

おいて反事大主義であり、つまりは反中国

支配なのである。それゆえ北朝鮮が中国の

属国を自認することとは、主体思想を捨て

去ることに他ならない。まして北朝鮮では

憲法よりも上位に置かれる、事実上最高の

法である「党の唯一思想体系確立の十大原

則」の第 10 項、すなわち「偉大な首領金日

成同志が開拓された革命偉業を、代を継い

で最後まで継承し完成していかねばならな

い」を否定することにもなる。したがって

冊封体制など、あり得ない。 

今回の金正日の訪中……。胡錦濤国家主

席は最高の儀礼を以て金正日を歓待し、そ

のためにわざわざ吉林省の長春まで出向い

ている。何よりも面子を大切にする中国。

そして何より序列を重んじる胡錦濤国家主

席が、わざわざ長春まで出向いているのだ。 

北朝鮮の後継者が誰に決まろうと、それ

は北朝鮮国内の問題であり「中国に認めて

もらう」類のものではない。また北朝鮮の
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隣接地域である吉林省の経済環境を見せる

ことで、中国は北朝鮮に対し段階的な経済

開放を……少なくとも「多少なりとも窓口

を広げればこれほど魅力的な経済環境があ

る」ことを金正日に見せ、金正日自身もさ

まざまな工場を見学した。むろん金正日の

健康状態を勘案して吉林省を会見場所にし

たこともある。そこには中国が持つ、北朝

鮮への確かな姿勢とまなざしがある。これ

は日本がまったくといっていいほど持って

いないものでもある。簡単に言えば、それ

は北朝鮮を「一つの主権国家」として尊重

し遇している、ということだ。 

金正日が胡錦濤に対し「両国の友好関係

を、代を継いで強化発展させていくべきだ」

と述べたことが盛んに報道された。この「代

を継いで」を「後継者問題への理解を求め

た」などと解説する向きがある。これは「北

朝鮮の後継者問題とは、中国に認知しても

らわなければならない問題」という、何を

根拠にしているのかわからない誤解からも

たらされているのであろう。繰り返すが、

北朝鮮のいわゆる「後継者問題」は、あく

まで北朝鮮国内の問題。中国がとやかく言

う筋合いもなければ、中国の認知を要する

問題でもない。 

「代を継いで」という言葉は、なにより

も先にのべた「党の唯一思想体系確立の十

大原則」がベースである。それは唯一思想

体系を採択した金日成の遺訓により運営さ

れる主権国家が「朝鮮民主主義人民共和国」

であることを、中国に対し明確に、そして

品格のある形で強調していることに等しい。 

そして中国も北朝鮮を主権国家として認

めている。その上での両首脳の会見なのだ。

「普通の国家どうし」であれば当たり前の

対等な関係だが、こと北朝鮮になるととた

んに「主権国家間の首脳会見」という前提

が見失われがちになるのが、特に日本のマ

スメディア報道であり、報道が形成する日

本の世論だ。 

金賢姫はかつて「北朝鮮のプライドをあ

まり傷つけないように」と日本側にアドバ

イスした。この言葉を受けて日本の一部マ

スコミは「北朝鮮のプライドとは何か」「北

朝鮮はプライドが高いのか」などと馬鹿げ

た論調を展開したが、別に北朝鮮のプライ

ドの高低の問題ではない。「北朝鮮のプライ

ドを尊重する」とは、なによりまず北朝鮮

を主権国家と認めた上で、他の主権国家に

対するのと同様の姿勢で外交関係を築くこ

とである。同じ共産主義国家として、ある

意味「北朝鮮の考えていることは手に取る

ように分かる」中国は、このことを熟知し

ている。そして北朝鮮もまた、中国が主権

国家として尊重し遇することに対し、今年

のアリラン祭にはパンダの着ぐるみが登場

しては、中国に対する熱烈友好メッセージ

を返している。しかし「中国共産党なくし

て新中国なし」というマスゲームのメッセ

ージは、いささかやり過ぎの気がしないで

もないのだが……。 

 

間もなく日本の首相が決まる 

 

8 月 17 日、中国の遼寧省撫順でミグ 21

が墜落した日、鳩山由紀夫前首相は北京で

温家宝首相と会談していた（日中環境協力

推進議員懇談会会長としての訪中）。 
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そして帰国直後の 8月 19 日、軽井沢で鳩

山グループの「夏季研修会」が開かれ、こ

こに小沢一郎前幹事長が列席。“挙党体制”

を確立させるというアピールがなされてい

る。 

対米盲従路線、対米隷属路線を進む菅直

人と、対米独立路線を表明する小沢一郎。

中国にしても韓国にしても、本音は小沢一

郎が首相になるのが望ましてところだが、

同時に、日本の首相がコロコロ変わること

に不安感を高めているのも事実。中国から

帰国した途端に、鳩山が“挙党体制”作り

のために奔走したウラには、中国側の要請

があったかもしれない。だが“脱小沢”を

掲げる菅直人としては、小沢一郎を重要ポ

ストに就けることはできない。かくして民

主党は代表選に突入。14 日に向けての戦い

が繰り広げられているのは、周知の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

菅直人・小沢一郎の論戦は、景気・円高

対策、政治とカネの問題、脱官僚・政治家

主導、雇用対策、そして地方分権など多岐

にわたる。9 月５日現在の状況では、国会

議員票ではわずかに小沢がリードしている

が、地方議員票、党員・サポーター票では

菅直人が有利とされる。いずれにしても接

戦の様子で、14 日を待たなければ誰が首相

になるのかはわからない。 

重要なことは、今回の民主党代表選は、

日本の首相を決める選挙だということだ。 

日本は間違いなく、混乱混迷の国際舞台

に引っ張り出される。首相が菅直人になろ

うが、小沢一郎だろうが、日本人はもはや

評論家ではいられない。東アジアには間も

なく、巨大台風が吹き荒れる予感がする。

■ 


